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 【目的】 
構音が他者に与える聴覚印象は強く、保育園や幼稚園では構音を指摘されなかった児
童でも、就学後に構音の誤りを同胞から指摘されるケースは多い。構音の誤りは単に発
音の問題にだけでなく、対人関係・社会性の発達にも大きな影響を及ぼす可能性があり、
否定的影響を及ぼす二次的障害（いじめの対象）に発展する確立が高いことから、構音
障害を持つ児童を早期発見し、適切な訓練を受けられる支援体制を確立する必要があ
る。本研究では、児童と接する保育者がどのように歪み音を含む単語を認識しているか
調査し明らかにすることを目的とした。  
【対象】 
Ｈ市内のこども園で働く保育者 30 名を対象に、正常構音（20 単語）と異常構音（声
門破裂音、口蓋化構音、側音化構音、鼻咽腔構音を含む 30 単語）計 50 単語をランダム
に聴取させ①単語の発音に問題が「ある」か「ない」か、②それらが「未熟構音、正常
構音、異常構音」のいずれかに当てはまるかを選択、その後③言語発達、構音に関する
アンケートに回答してもらった。今回の発表では、①、②を中心に行う。本研究は、本
学倫理委員会で承認を得てから実施した。  
【結果】  
以下の点が明らかになった。  
①  「発音に問題あり」と認識された異常構音は声門破裂音（ 78％）が一番多く、次い
で鼻咽腔構音（50％）であった。一方、「発音に問題なし」と認識された異常構音は
口蓋化構音が 100％と最も多く、次いで側音化構音（83％）であった。  
②  「未熟構音、正常構音、異常構音」の選択では、声門破裂音（未熟構音 22％、正常
構音 0％）、鼻咽腔構音（未熟構音 50％、正常構音 0％）を、正常構音と答える保育
者はおらず未熟構音と判断していた。しかし、口蓋化構音（未熟構音 17％、正常構
音 83％、異常構音 0％）、側音化構音（未熟構音 33％、正常構音 50％、異常構音 17％）
では異常構音を正常または未熟構音ととらえる傾向が強くみられた。 
③  性別や勤続年数、雇用形態と異常構音の聴取に有意差は認められなかった。  
【考察・結論】 
保育者は異常構音を聴取する際、単語や短文内に歪み音があってもトップダウン処  
理により単語や短文の意味を推測している（木原、2009）。今回の調査では単語・短文
の意味でなく、歪み音を含む単語の印象に注目した結果、保育者の 78％が発音に問題
があると判断した声門破裂音は子音が途切れ途切れに聴取され子音が母音のように聞
こえるため異常構音と正常・未熟構音と弁別することが容易であることが分かった。
その一方で、側音化構音や口蓋化構音は正常・未熟構音と異常構音が類似しているた
め異常構音と認識されにくく早期発見が遅れる可能性が示唆された。性別や勤続年数、 
雇用形態では異常構音の聴取に有意差は認められなかったが、現在分析中の異常構音  
の聴取結果と言語発達・構音に関するアンケート結果の相関から興味深いデータが得 
ることができたため来年度の学会で発表する予定である。  
【学会発表】  
2017 年日本言語聴覚士学会で発表予定である。  
 
 
